
令和 8年度入学者選抜学力検査問

数

注

1 監督者の「始め」の合図があるまでは，開いてはいけません。

2 検査時間は， 11時55分から 12時45分までの 50分間です。

3 大きな問題は全部で 5問で，表紙を除いて 9ページです。

別に解答用紙が 1枚あり

4 監督者の「始め」の合図があったら，す をこ と解答用紙

のきめられた欄に書きなさい。

5 答えは，できるだけ簡単な形で表し，必ず解答用紙のきめられた欄にはっ

きりと書きなさい。

6 監督者の「やめ」の合図があったら，すぐやめて，筆記用 なさい。
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□] 次の1から 8までの問いに答えなさい。
1 2X(-7)を計算しなさい。

2 3a3b2-:-
ab2 

2 
しなさい。

3 5 屡 しなさい。

4 2次方程式 9x + 8 = 0 なさい。

5 下の表は，yがxに反比例する関係を表している。［］に る数を答えなさい。

6 右の図のように，平行な 3つの直線f,m, nに

2直線が交わっている。 Xの値を求めなさい。
¢
 
1n 

n
 

7 右の図において，点A,B, Cは円 0の円

乙xの大きさを求めなさい。

の点である。

c
 

8 次の［ニ~内のことがらの逆は常に成り立つとは限らない。その反例となる x とyの
組み合わせのうち， xとyがともに整数であるものを 1組答えなさい。
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:]  次の 1, 2の問いに答えなさい。

1 無理数であるものを，次のア，イ，ウ，エのうちからすべて選んで，

1 
アーー イ囚 ゥ ✓16 エ 3
8 

2 明さんと拓也さんは，次の［計算A】,【計算B】を用いて，初めの数を整数とし

結果を求めることにし

【計算A】

□三
【計算B】

初めの数

゜

結果

ロ］ □］0 
結果

ロ］三VO

さい。

し，

例えば初めの数が2のとき【計算A】の結果は 1となり，【計算B】の結果は一11とな

る。また，初めの数が一2のとき

る。

A】の結果は一7となり， 【計算B】の結果は一19とな

このとき，次の(1),(2)の問いに答えなさい。

(1) 明さんが【計算A】を用いて，初めの数をxとして計算すると結果はyとなった。そこで，

拓也さんが【計算B】を用いて，初めの数をyとして計算すると結果はxに戻っ

このとき， xとyの連立方程式をつくり， X, yの値をそれぞれ求めなさい。ただし，途中

の計算も書くこと。
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(2) 次の［ロロ］内の明さんと拓也さんの会話文を読んで，下線部の予想が正しいこと
「―------7

明について， 〔証明〕の I l内に続きを書き，証明を完成させなさい。

明 「初めの数が同じ整数のとき【計算A】の結果から【計算B】の結果をひくと，

初めの数が2のときは， 1から一11をひくと 12になり，初めの数がー2のとき

も一7から一19をひくと 12になっているね。」

拓也 「【計算A】と【計算B】の“2倍する”を“2乗する”に変えても 12になるのかな。

新しい計算の方法【計算C】と【計算D】を考えてみよう。」

【計算C】
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初めの数 結果

゜ ゜明 「【計算C】 いて，初めの数を 3, 4, 5とし と，それぞれ結果は

27, 40, 55になったよ。」

「【計算D】を用い 初めの数を 3, 4, 5とし ると，それぞれ結果は

39, 28, 19になっ よ。」

明 「初めの数が同じ整数のとき，【計算C】の結果から【計算D】の結果をひくと，

初めの数が3のときは， 27から 39をひくと一12になり，初めの数が4のときは

12,初めの数が5のときは 36になっているね。」

拓也 「どれも 12の倍数になっているよ。

るね。」

初めの数を n(nは整数）とすると，

したがって，初めの数が同じ とき， 【計算C】の結果から【計算D】の結果をひく

と12 とな
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:]  次の 1, 2, 3の問いに答えなさい。

1 右の図の△ABCにおいて，辺BC上にあり， AP=CP A 

となる点 Pを作図によって求めなさい。ただし，作図に

は定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さ

ないこと。

B
 

2 図1のような，点 0を頂点とし，底面の半径が 3cm, 
すい

高さがhemの円錐がある。

このとき，次の(1),(2)の問いに答えなさい。ただし，

円周率は冗とする。

(1) h = 5のとき，円錐の体積を求めなさい。

c
 

゜

図1

(2) 図2のように，図 1の円錐を，頂点 0を中心とし

て平面上をすべらないように転がしたところ，図 2

で示した点線の円の上を 1周してもとの位置に戻る

までに，円錐がちょうど 3回転した。

このとき， hの値を求めなさい。

・・・・・・・・.. •······· - --........................................ 

·•..................................... ~.......................... •······) 

図2
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3 I図のように，半径の等しい 2つの円が2点A,

Bで交わっている。一方の円の円周上にAC

となるように点Cをとり，もう一方の円の円

にBDが直径となるように点Dをとる。このと

き，四角形ADBCは平行四辺形であることを証明

しなさい。」という問題に対して，真美さんは次の

ように証明し

下の【真美さ

D
 

のI 」内において，

△BCAであることの証明

四辺形になるの続きを，

の条件を書き

c
 

図

を完成さ さい。

さんの証明】

△ADBと△BCAにおいて

2つの円 しいから， BD=AC 

(I) 

△ADB三△BCA

合同な三角形の対応する辺は等しいから， AD=BC 

女より
I 

ADBCは平行四辺形である。

・・・・・・女

から
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： ー次の 1'ある 2, 3の
てに印をつけて，

いに答えなさい。

にいる魚の総数を調べる

もとの養殖池に し

に，

数日後，

ひき

ら90匹の魚を捕獲し， 90匹すべ

同じ養殖池から 80匹の魚を

ろ， した 80 のうち，印がついた魚は6 いた。 こ は，

したとこ

よそ何匹の魚

いると推定さ か。

2
 
の図のように，箱Aと

る。箱Aに 1' 

それ れ1個，

3, 

7の

5の数字が書かれ

が書か

入っている。箱Bには2, 4, 

Bの2つの があ

白予が

玉が 1

6の数字が書かれ

箱A 箱B

白玉がそれぞれ 1個，

が1個入っている。

8の数字が書かれ

，
 
，
 
，
 

］
 A, 

と

Bから，

ただし，

れぞれ1

それぞれの箱 いて，

を取り し，次の【ルール】により得点を決めること

を取り出すことも同様に確からしいものと

【ルール】

このと

(1) 

(2) に

次の(1).(2). (3)の問い

中で，

れた

とならな

さい。

となる をPと

なる確率はPを用いてどのよう

さい。

るとき

されるか。次のア，

さい。

イ，
，
 

白

ウ

に れ と

工のうちから 1つ選んで，

ア p
 

ー イ ー p
 

ウ 3p 工
4
 

(3) 次の

なさい。 ま

内のことがらは正し

そのように判断し

しくないか，

を確率を求め，

ら

その値を用いて説明しなさい。

4点， 5
 
6点のうち， も得点となりやすいのは6 ある。

6
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3
 
次の図は，栃木県内の 6地点の気象観測データをもとに，

ごとの平均気湿を箱ひげ図で表したものである。

ある年の 1月から 12月までの月

那須高原

大田原

宇都宮

奥日光

真岡

佐野
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42
 
26 30（℃） 

(1) 

このとき次の(1), (2)の問いに答えなさい。

図から読み取れることとして，①,②，③はそれぞれ正しいと言えるか。最も適切なもの

を次のア， イ， ウのうちから 1つずつ選んで，記号で答えなさい。

①

②

 

6地点を比べると，

③
 

那須高原と大田原の四分位範囲を比べると，那須高原の方が大きい。

最小値，第 1四分位数，中央値，第 3四分位数，最大値のそれぞれについて，

いずれも奥日光が最も小さい。

佐野において，平均値は中央値より大きい。

この

ァ 正しい イ 正しくない ウ 図からだけではわからない

(2) 宇都宮の気象観測データをヒストグラムに表したものとして最も適しているものはどれ

か。次のア， イ， ウ， 工のうちから 1つ選んで，記号で答えなさい。なお， それぞれのヒス

トグラムにおいて，

2 ℃である。

0℃以上2℃未満 2℃以上4℃未満のように，階級の幅はいずれも

（月）
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:]  次の 1, 2, 3の問いに答えなさい。

1 自動車の制動距離とは， 自動車のブレーキが

ききはじめてから完全に停止するまでに，自動

車が進む距離のことである。右の表は，ある自

動車の速さを時速xkin, 制動距離をym とし

たときの， xとyの関係を表したものである。

このとき，次の文章の①，②，③に当てはまる数を求めなさい。

x (lun/h) 

y(m) 

0

7

 

6

2

 

0

2

 

4

1

 
3
 ゚

2
 

この自動車の速さが 2倍， 3倍になると，制動距離はそれぞれ（ ① ）倍， （ ② ）倍

になることが表から読み取れる。このことから，yはxの2乗に比例する関数とみなした

場合，速さが時速 100lu11のときの制動距離は（ ③ ）mになると予想できる。

2 数学の授業で，大地さんと陽菜さんが次の〔問題〕を考えている。

〔問題〕

右の図のように，関数y=a炉のグラ

フがあり， 3点A(-6,9), B(2, 1), 

C(4, 4)はこのグラフ上の点である。

x軸上に， X座標が負である点Dをとった

ところ，△ABCの面積と△DBCの面積が

等しくなった。このとき，点DのX座標

を求めなさい。

y
 

゜

y =ax2 

x
 

次の［ロニ］内は， 〔問題〕に対する大地さんと陽菜さんの会話である。

大地 「△ABCの面積を求めるために，辺の長さや高さを求める必要があるよね。」

陽菜 「それは少し大変だと思うよ。辺BCを△ABCと△DBCの共通の底辺として，高さ

が等しい三角形を考えるのはどうかな。」

大地 「なるほど。三角形の面積が等しくなるように，平行線を利用するということだ

ね。」

陽菜 「この問題なら，直線BCに平行で，点Aを通る直線の式を求めれば，点DのX座

標が求められそうだよ。」

大地 「では，さっそくやってみよう。」

このとき，次の(1),(2)の問いに答えなさい。

(1) aの値を求めなさい。

(2) 下線部の直線を｛として，直線いの式をつくり，点DのX座標を求めなさい。ただし，

途中の計算も書くこと。
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1 
3 右の図のように関数y =~x+l のグ

2 

ラフがあり，y軸との交点をAとする。ま

1 
た，直線X= t (t > 0)と関数y= _-x + 1 

2 

のグラフとの交点， X軸との交点をそれぞれ

P, Qとする。

このとき，次の(1), (2), (3)の問いに答えな

さい。

y
 

ー＋
 
x
 

1
-
2
 

＝
 
y
 

x
 

x=t 

1 
(1) 関数y＝万―X+ 1 について， X の変域が一 l~x~6 のとき，yの変域を求めなさい。

(2) 乙POQ= 45゚ になるとき点Pの座標を求めなさい。

(3) 次の文章の①，②,③に当てはまる式や数をそれぞれ求めなさい。

tを正の整数とする。このとき，線分 OQ上でX座標とy座標がともに整数となる点

の個数をtを用いて表すと，（t+ 1)個となる。同様に，線分AP上でX座標とy座標

がともに整数となる点の個数をtを用いて表すと，tが偶数のとき（ ① )個，tが奇数

のとき（ ②）個となる。

したがって，他の線分も考えれば，台形OQPAの周上の点でX座標とy座標がとも

に整数となる点の個数が56個のとき，tの値は（ ③ ）である。

-9-

（問題は以上です。）
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